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［
総
務
課
・
販
売
課
］
十
月
二
十
三
日
（
火
）

長
野
県
林
業
・
木
材
産
業
団
体
合
同
セ
ミ
ナ
ー

が
長
野
市
で
開
催
さ
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
主
催
者
の

依
頼
に
基
づ
き
、「
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

を
取
り
巻
く
情
勢
と
今
後
に
取
組
む
べ
き
諸
課

題
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、　

木
局
長
が
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
長
野
県
内
の
林
業
・
木

材
産
業
関
連
団
体
関
係
者
が
国
内
外
の
林
業
・

木
材
産
業
の
情
勢
に
つ
い
て
学
習
す
る
場
と
し

て
、
関
係
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
、
約
一
〇
〇
名
が
聴
講
し
ま

し
た
。

　

講
演
内
容
は
、
戦
後
日
本
の
木
材
需
給
を
振

り
返
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
木
材
使
用
の
現

状
、
合
板
、
集
成
材
、
床
板
を
巡
る
動
き
や
公

共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
利
用
の
具
体
例
を

紹
介
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
木
材
需
給
の
現
状

と
今
後
の
課
題
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
方
策
ま
で

を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

　

聴
講
者
か
ら
、「
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
ぜ

ひ
今
回
の
講
演
内
容
を
多
く
の
人
に
広
め
て
ほ

し
い
。」
と
い
っ
た
声
が
あ
が
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
急
遽
、
長
野
県
林
業
改
良
普
及
協
会
等
林

業
関
係
団
体
が
合
同
で
編
集
・
発
行
す
る
月
刊

誌
「
長
野
の
林
業
」
に
講
演
要
旨
を
掲
載
し
て

は
と
の
要
請
に
応
え
る
な
ど
、
大
反
響
を
巻
き

起
こ
し
た
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
企
画
調
整
室
・
総
務
課
］
十
月
二
十
三
日

（
火
）
か
ら
の
一
週
間
、
開
か
れ
た
国
有
林
の

活
動
の
一
環
と
し
て
、
当
局
が
所
蔵
す
る
「
木

曽
式
伐
木
運
材
図
会
」
を
マ
ス
コ
ミ
に
公
開
し

ま
し
た
。

　
「
木
曽
式
伐
木
運
材
図
会
」
は
中
部
森
林
管

理
局
が
所
蔵
す
る
江
戸
時
代
後
期
頃
の
伐
木
運

材
の
様
子
が
描
か
れ
た
絵
巻
物
で
、
木
曽
地
方

林
業
の
歴
史
を
語
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

図
会
は
上
下
二
巻
と
な
っ
て
お
り
、
一
八
四 

〇
年
代
頃
の
、
木
曽
地
域
の
奥
深
い
山
か
ら
木

材
を
伐
り
出
し
運
び
出
す
様
子
な
ど
が
克
明
に

画
か
れ
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
三
社
の
記
者
が
訪
れ
、
図
会
に
描

か
れ
て
い
る
作
業
の
説
明
、
図
会
に
関
す
る
研

究
成
果
を
説
明
す
る
職
員
の
話
を
メ
モ
し
て
い「木曽式伐木運材図会」はガラスケースに入れて展示

長
野
県
林
業
・

木
材
産
業
団
体
合
同
セ
ミ
ナ
ー
で

　

木
局
長
が
講
演

聴講する林業関係者

木
曽
林
業
の
歴
史
に
つ
い
て

「
木
曽
式
伐
木
運
材
図
会
」を
展
示

図会の説明に当たる職員

関連資料も展示し説明



（�）　平成 24年 12月 第 105 号

十
三
回
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

を
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
管
内
の
瀬
戸
国
有
林

に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
同
事
業
は
、
今
回
で
終
了
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
は
各
署
等
に
お
い
て
十
三
回

計
画
し
ま
し
た
が
、
二
回
雨
天
中
止
と
な
り

十
一
回
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
延
べ
百
五
十 

三
名
の
隊
員
の
方
々
の
参
加
が
あ
り
、
下
刈
・

除
伐
・
歩
道
修
理
等
の
森
林
整
備
に
汗
を
流
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、
団
体

加
入
し
て
い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
─
東
海
は

三
十
一
名
で
、
瀬
戸
国
有
林
で
集
め
た
ド
ン
グ

リ
を
育
て
て
森
林
に
返
す
植
樹
活
動
な
ど
も
実

施
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
隊
員
の
方
々
か
ら
は
、「
抽
選

き
、
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
マ
ス
コ
ミ
を
対
象
に
公
開
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
後
は
林
業
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に
も
、
大
勢
の
方
々
に
見
て

い
た
だ
け
る
機
会
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
十
二
月
一
日
（
土
）
第

に
な
か
な
か
当
た
ら
な
い
の
で
参
加
人
数
を
増

や
し
て
ほ
し
い
」「
実
施
回
数
を
増
や
し
て
ほ

し
い
」「
来
年
度
も
是
非
参
加
し
た
い
」
な
ど
、

心
強
い
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
事
業
の
最
後
に
、
名
古
屋
事
務
所
長

か
ら
、「
今
年
度
も
皆
さ
ん
の
協
力
で
無
事
事

業
が
実
施
で
き
ま
し
た
」
と
お
礼
の
挨
拶
を

も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
木
曽
署
］
十
一
月
十
三
日
（
火
）
に
木
曽
森

林
管
理
署
と
森
林
総
合
研
究
所
は
小
川
入
国
有

林
一
〇
〇
林
班
外
（
赤
沢
自
然
休
養
林
内
）
で

「
赤
沢
ヒ
ノ
キ
林
施
業
試
験
地
等
に
お
け
る
現

地
検
討
会
」（
木
曽
森
林
管
理
署
・
森
林
総
合

研
究
所
と
の
技
術
交
流
会
）
を
開
催
し
、
森
林

総
合
研
究
所
、
多
摩
森
林
科
学
園
、
国
際
農
林

水
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
、
局
指
導
普
及
課
、
木

曽
森
林
管
理
署
（
南
木
曽
支
署
含
む
）、
木
曽

森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
総
勢

七
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
検
討
会
に
は
、
昭
和
五
十
八
年
の
試

験
地
設
定
当
初
か
ら
地
元
上
松
町
の
町
議
会
等

の
関
心
が
高
い
、
上
松
町
議
会
の
議
員
の
皆
さ

ん
と
町
の
関
係
者
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
試
験
地
は
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
天
然
林
の
永

続
の
た
め
の
施
業
試
験
を
目
的
と
し
て
設
定
さ

れ
、
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
六
十
年
度
ま
で
の

三
カ
年
で
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
伐
採
率
を
変
え
た
択

伐
を
行
い
、
そ
の
後
は
、
地
か
き
、
下
層
ヒ
バ

の
除
去
等
更
新
の
補
助
作
業
を
実
施
し
て
き
て

い
ま
す
。
当
署
、
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
、
複
数

の
大
学
や
研
究
機
関
で
ヒ
ノ
キ
稚
幼
樹
の
発

生
・
生
育
の
た
め
の
調
査
を
行
い
、
今
後
の
木

曽
ヒ
ノ
キ
の
天
然
林
施
業
を
科
学
的
に
実
証
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
検
討
会
は
、
学
・
官
の
技
術
交
流
を
通

じ
て
相
互
の
知
識
・
技
能
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
天
然
更
新
方
法
等
に
つ

第７回：下刈作業（東濃署）

第９回：遊歩道整備（北信署）

「
赤
沢
ヒ
ノ
キ
林
施
業
試
験
地
等
に

�

お
け
る
現
地
検
討
会
」
を
開
催

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

木曽署での研究発表の様子

「
Ｎ
Ｃ
Ｆ
事
業
」

　
　
　

全
十
三
回
の
事
業
が
終
了

「
Ｎ
Ｃ
Ｆ
事
業
」

　
　
　

全
十
三
回
の
事
業
が
終
了
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い
て
共
通
認
識
を
醸
成
す
る
た
め
、
昨
年
度
の

王
滝
村
の
三
浦
国
有
林
「
三
浦
実
験
林
に
お
け

る
天
然
更
新
等
現
地
検
討
会
」
に
続
き
二
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。　

　

高
嶋
署
長
か
ら
本
検
討
会
の
趣
旨
説
明
後
、

試
験
地
で
業
務
第
一
課
長
か
ら
試
験
地
の
概
要

の
説
明
を
行
い
、
森
林
総
合
研
究
所 

森
林
植

生
領
域 

植
生
管
理
研
究
室
長
の
杉
田
久
志
さ

ん
か
ら
今
日
ま
で
の
試
験
調
査
の
内
容
や
結
果

に
つ
い
て
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
「
天
然
更
新
は
全
く
人
が
手

を
入
れ
な
い
こ
と
な
の
か
」、「
ヒ
バ
の
除
去
を

し
な
け
れ
ば
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
天
然
更
新
が
さ
れ

ず
に
ヒ
バ
林
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
か
」、「
小

さ
な
稚
樹
が
多
く
発
生
し
て
い
る
が
今
後
の
成

長
は
期
待
で
き
る
の
か
」
等
多
く
の
質
問
に
対

し
、
森
林
総
合
研
究
所
・
署
か
ら
の
具
体
的
、

科
学
的
な
説
明
を
行
う
形
式
で
論
議
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
一
〇
〇
林
班
で
の
現
地
検
討
終
了

後
、
上
松
町
町
議
会
の
村
上
議
長
か
ら
、「
赤

沢
自
然
休
養
林
は
木
曽
ヒ
ノ
キ
を
代
表
と
す
る

木
曽
五
木
が
生
育
し
、
日
本
、
世
界
を
代
表
す

る
自
然
遺
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
上
松
町

と
し
て
も
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
論

議
を
重
ね
て
き
て
い
る
。
今
回
は
、
署
の
担
当

者
の
方
だ
け
で
は
な
く
、
中
々
機
会
を
得
ら
れ

な
い
森
林
総
合
研
究
所
の
博
士
か
ら
科
学
的
な

説
明
を
い
た
だ
き
感
謝
し
た
い
」
と
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
職
員
で
も
中
々
見
る
機
会
が
少
な

い
、
赤
沢
自
然
休
養
林
内
の
植
物
群
落
保
護

林
、
木
材
遺
伝
資
源
保
存
林
（
千
本
立
・
奥
千

本
）
に
向
か
い
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
を
主
体
と
す
る

林
分
に
つ
い
て
科
学
的
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。
現
地
検
討
の
後
、
当
署
の
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て

①�

「
赤
沢
ヒ
ノ
キ
天
然
林
の
森
林
動
態
」

②�

「
赤
沢
ヒ
ノ
キ
天
然
更
新
は
う
ま
く
い
っ
て

い
る
の
か
？
」

③�

「
養
分
貯
蔵
さ
せ
な
い
サ
サ
抑
制
方
法
─
刈

払
時
期
を
変
え
た
処
理
効
果
」

④�

「
御
岳
山
土
石
流
跡
地
に
お
け
る
ハ
ン
ノ
キ

属
樹
種
の
窒
素
固
定
能
の
動
態
調
査
」

⑤�

「
木
曽
川
上
流
域
に
お
け
る
渓
流
水
の
科
学

的
特
徴
」

　

の
五
課
題
の
研
究
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
課
題
も
当
署
管
内
で
行
わ
れ
て
い
る

身
近
な
研
究
で
、
職
員
と
各
研
究
者
間
で
疑
問

な
点
や
現
在
解
明
で
き
て
い
る
こ
と
、
今
後
解

明
し
た
い
こ
と
等
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
各
研
究
者
の
資
料
作
成
能
力
の
高

さ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
さ
に
驚

き
、
発
表
の
手
法
を
学
ぶ
機
会
と
も
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
局
で
開
催
す
る
森
林
技
術
交
流
会

に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
言
う
森
林
官
も
お

り
、
有
意
義
な
現
地
検
討
会
・
技
術
交
流
会
と

な
り
ま
し
た
。 

 

［
岐
阜
署
］
十
月
二
十
七
日
（
土
）〜
二
十
八

日
（
日
）
の
両
日
に
岐
阜
県
庁
前
芝
生
広
場
に

お
い
て
、「
森
を
学
ぼ
う
、
森
で
遊
ぼ
う
、
森

の
め
ぐ
み
を
楽
し
も
う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
岐
阜
県
主
催
の
「
森
と
木
と
の
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ア
２
０
１
２
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
岐
阜
県
内
外
で
活
動

す
る
企
業
・
団
体
が
集
ま
り
、
高
性
能
林
業
機

械
の
展
示
実
演
を
初
め
、
木
製
品
や
キ
ノ
コ
な

ど
の
林
産
物
の
販
売
、
体
験
型
な
ど
趣
向
を
凝

ら
し
た
ブ
ー
ス
が
数
多
く
並
び
、
二
日
目
が
雨

天
に
も
か
か
わ
ら
ず
県
内
外
か
ら
約
五
万
六
千

人
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

岐阜署のブース（ネームプレート制作）

林木遺伝資源保存林（奥千本）

林木遺伝資源保存林（千本立）

森
と
木
と
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

�

２
０
１
２
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に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

夏
季
は
、
恵
那
山
の
保
全
管
理
を
強
化
す
る

た
め
四
人
の
森
林
保
護
員
（
グ
リ
ー
ン
・
サ

ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
）
を
雇
用
し
て
、
国
有
林

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
入
り
込
み
者
へ
の
利
用
マ

ナ
ー
の
指
導
、
歩
道
・
看
板
の
整
備
、
普
及
啓

発
チ
ラ
シ
の
配
布
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
恵
那
山
南
麓
の
黒
井
沢
登
山
口
の
約

一
〇
㌶
の
民
有
林
は
、
初
心
者
か
ら
マ
ニ
ア
ま

で
楽
し
め
る
４
Ｗ
Ｄ
自
動
車
専
用
の
オ
フ
ロ
ー

ド
コ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
年
に
数
回
大
会
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
恵
那
山
か
ら
は
、
御
岳
、
乗
鞍
岳
、

南
ア
ル
プ
ス
等
を
見
渡
す
こ
と
が
出
来
る
た

め
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
是
非
登
山
に
来
て
く
だ

さ
い
。

中
部
森
林
管
理
局

�

十
二
月
一
日
付

▽�

林
野
庁
出
向
（
岐
阜
署
大
洞
森
林
事
務
所
森

林
官
）�

末
安　

桂

◎
局
長
等
会
議

　

１
月
17
日　
　
　
　
　

 　

林
野
庁

◎
中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会

　

１
月
30
日
～
１
月
31
日　

 

長
野
市

　

岐
阜
森
林
管
理
署
の
ブ
ー
ス
で
は
、
木
製

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
制
作
と
木
工
ク
ラ
フ
ト
体
験

を
行
い
、
両
日
と
も
長
蛇
の
行
列
が
で
き
、
ス

タ
ッ
フ
は
昼
食
時
間
が
と
れ
な
い
ほ
ど
の
賑
わ

い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

木
製
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
制
作
は
、
サ
ク
ラ
や

ツ
バ
キ
な
ど
を
輪
切
り
に
し
た
プ
レ
ー
ト
に
彫

刻
機
で
名
前
を
彫
る
も
の
で
、
木
の
ぬ
く
も
り

を
感
じ
る
作
品
に
大
人
も
子
供
も
満
足
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

子
供
を
対
象
に
行
っ
た
木
工
ク
ラ
フ
ト
体
験

は
、
木
の
輪
切
り
、
小
枝
、
松
ボ
ッ
ク
リ
や
ド

ン
グ
リ
な
ど
森
か
ら
集
め
た
幾
種
類
も
の
材
料

を
使
用
し
思
い
思
い
の
作
品
を
制
作
す
る
も
の

で
、
子
供
た
ち
の
想
像
力
豊
か
な
作
品
を
作
り

上
げ
る
姿
と
完
成
し
た
作
品
の
出
来
映
え
に
親

御
さ
ん
方
は
大
変
満
足
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

［
東
濃
森
林
管
理
署
恵
那
森
林
事
務
所
］

三
浦　

勝
巳　

森
林
官

　

恵
那
林
事
務
所
は
、
東
濃
森
林
管
理
署
管
轄

区
域
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
百
名
山
の
ひ

と
つ
に
数
え
ら
れ
る
「
恵
那
山
」
の
南
側
に
所

在
す
る
国
有
林
名
に
「
恵
那
」
と
付
く
落
合
恵

那
・
中
津
恵
那
・
阿
木
恵
那
の
三
国
有
林
と
中

津
川
市
及
び
恵
那
市
に
所
在
す
る
五
つ
の
官
行

造
林
地
、
合
わ
せ
て
約
五
、一
〇
〇
㌶
を
管
轄

し
て
い
ま
す
。

　

班
員
は
基
幹
作
業
職
員
三
名
と
臨
時
作
業
職

員
一
名
の
計
四
名
で
保
育
作
業
、
収
穫
調
査
、

境
界
巡
検
、
林
道
維
持
修
理
、
分
収
育
林
の
明

認
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

当
国
有
林
は
、
急
峻
な
地
域
が
多
く
、
土
壌

が
柔
ら
か
く
降
雨
後
等
は
滑
り
易
い
た
め
、
冬

山
事
業
で
は
、
雪
の
中
、
主
に
保
育
間
伐
等
を

実
行
す
る
こ
と
か
ら
、「
十
分
な
足
場
・
足
元

の
確
認
と
確
保
で
冬
山
事
業
を
無
災
害
で
乗
り

切
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
安
全
第
一
で
作
業

林道の横断溝をポンプで清掃

人
の
う

ご
き

木工クラフト体験コーナーも大人気

シ
リ
ー
ズ

恵那班の皆さん 恵那山山頂にて（左から３人目が三浦森林官）
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風景紀行
「犬山・八曽自然休養林」

75
）

）
風景紀行
「」
9１

歩道と湿原

92

しろ うま だけ

ら
山
麓
に
か
け

て
ゲ
レ
ン
デ
が

広
が
っ
て
お

り
、
一
部
に
巣

鷹
山
国
有
林
を

利
用
し
て
い
ま

す
。
ゲ
レ
ン
デ

の
標
高
差
は

一
、〇
八
五
㍍
、

総
面
積
は
約

二
九
七
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
も
及

び
、
良
質
な
雪

と
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
富
ん

だ
ゲ
レ
ン
デ

で
、
初
心
者
か

ら
上
級
者
の
方

ま
で
充
分
に
楽
し
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
十
二
月
一
日
か
ら
天
然
雪

一
〇
〇
％
で
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、
雪
の
状
況
に

も
よ
り
ま
す
が
、
毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ま

で
滑
走
可
能
で
す
。
ま
た
、
今
年
は
野
沢
温
泉
に

ス
キ
ー
が
伝
来
し
て
一
〇
一
年
目
に
な
り
ま
す
。

新
た
な
一
〇
〇
年
へ
向
け
て
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
は
、
豊
か
な

自
然
と
親
し
め
る
場
と
し
て
利
用
さ

れ
て
お
り
、
郷
土
の
森
に
指
定
さ
れ

て
い
る
ブ
ナ
林
の
芽
吹
き
や
黄
葉
、

ユ
キ
ツ
バ
キ
、
サ
ン
カ
ヨ
ウ
、
ヤ
ナ

ギ
ラ
ン
な
ど
の
花
々
な
ど
が
高
原
を

彩
り
ま
す
。

　

七
月
上
旬
か
ら
八
月
下
旬
は
ス
タ

カ
湖
キ
ャ
ン
プ
場
が
営
業
さ
れ
ま

す
。
高
原
の
静
け
さ
と
ス
タ
カ
湖
の

湖
畔
が
抜
群
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
人
気
で
す
。

　

ま
た
、
野
沢
温
泉
村
で
は
、
毎
年
一
月
十
五
日

に
全
国
的
に
有
名
な
祭
事
「
野
沢
温
泉
村
道
祖
神

祭
り
」
が
あ
り
ま
す
。

　

野
沢
温
泉
村
道
祖
神
祭
り
は
、
五
穀
豊
穣
、
家

内
安
全
、
無
病
息
災
、
良
縁
安
産
を
願
う
野
沢
温

泉
村
の
伝
統
行
事
で
、
三
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
が

あ
り
、
日
本
の
三
大
火
祭
り
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ブ
ナ
の
大
木
で
造
る
豪
壮
な
社
殿

や
、
そ
の
社
殿
に
た
い
ま
つ
で
火
を
点
け
よ
う
と

す
る
村
民
と
そ
れ
を
守
ろ
う
と
す
る
厄
年
の
男
た

ち
の
激
し
い
攻
防
戦
が
見
物
で
、
日
本
を
代
表
す

る
道
祖
神
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

火
点
け
の
攻
防
戦
は
激
し
く
、
火
の
粉
が
飛
び

散
り
、
怒
号
も
飛
び
交
い
、
見
て
い
て
怖
い
ぐ
ら

い
で
す
。
ま
た
、
高
さ
二
〇
㍍
を
超
す
ブ
ナ
の
御

神
木
で
造
ら
れ
た
社
殿
に
火
が
入
り
崩
れ
落
ち
る

様
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
十
五
年
に
は
、
祭
事
の
総
元
締
め
で
あ
る

野
沢
組
惣
代
と
北
信
森
林
管
理
署
で
「
道
祖
神
祭

り
の
森
」
を
池
の
沢
国
有
林
に
設
定
し
、
道
祖
神

祭
り
の
御
神
木
用
材
を
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
的

な
供
給
と
育
成
を
図
る
目
的
で
整
備
協
定
を
締
結

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
末
に
は
北
陸
新
幹
線
が
延
伸

さ
れ
、
飯
山
駅
も
作
ら
れ
ブ
ナ
材
も
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
交
通
ア
ク
セ
ス
も
向

上
し
、
今
後
、
益
々
多
く
の
観
光
客
の
来
訪
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

◆
所
在
地　
（
野
沢
温
泉
街
）

　

長
野
県
下
高
井
郡
野
沢
温
泉
村
豊
郷

◆
ア
ク
セ
ス

［
公
共
交
通
機
関
］

　

◎�

Ｊ
Ｒ
飯
山
線
戸
狩
野
沢
温
泉
駅
か
ら
湯
の
花

号
バ
ス
で
約
二
十
分

　

◎�

Ｊ
Ｒ
長
野
駅
よ
り
野
沢
温
泉
行
き
急
行
バ
ス

で
約
一
時
間
二
十
分

［
自
家
用
車
］

　

◎�

上
信
越
道
豊
田
飯
山
イ
ン
タ
ー
か
ら
国
道

一
一
七
号
線
経
由
、
野
沢
温
泉
ま
で
約
三
十

分

　

◎�

関
越
道
塩
沢
石
打
イ
ン
タ
ー
か
ら
国
道

三
五
三
号
線
及
び
一
一
七
号
線
経
由
、
野
沢

温
泉
ま
で
約
一
時
間
二
十
分

地
域
と
密
着
し
た
国
有
林

 

［
北
信
署
］
野
沢
温
泉
村
は
、
長
野
県
の
北
部
に

位
置
し
、
広
大
な
ス
キ
ー
場
と
豊
富
な
湯
量
を
誇

る
温
泉
は
、
長
野
県
を
代
表
す
る
観
光
地
の
ひ
と

つ
で
す
。

　

野
沢
温
泉
村
に
関
係
す
る
国
有
林
は
巣
鷹
山
・

二
ツ
橋
・
北
ノ
入
・
水
尾
山
・
毛
無
・
苧
畑
・
池

の
沢
国
有
林
の
七
国
有
林
、
一
、四
九
二
㌶
あ
り

ま
す
。

　

特
に
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
は
、
毛
無
山
山
頂
か

バリエーションに富んだゲレンデを有する
野沢温泉スキー場

道祖神祭り（社殿）

スタカ湖キャンプ場

道祖神祭りの森（つる切・除伐実施後）


